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地二名古屋市昭和区八雲町135

途：講義室、研究室、事務棟

il：1964年（昭和39年）

者：学校法人　南山学園

者：（掬レーモンド設計事務所

者：清水建設（株）

　：南山大学

　　南山大学の施設配置は、尾根が南北に通る馬の背のような丘陵を活かし、中央の尾根に人と物の移動幹線を、

属尾根の地下に設備幹線となる共同溝を設け、それに直交する形で各棟を振分けに配している。それによって各ふ

1懸謙繍禦慧i搬・雛繁離蝋臨ぎ繍灘／
湛のはない」という信念のもとに計画されたこのキャンパスは、時を経て、まさに自然と共生した空間に成熟し、　3

馨かけがえのない緑豊かな教育空間となっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

1このコンクリート打放しは聯の杉板の本実加壬の型枠にまるものでそ　万な仕事は2コンク1艦

影打放しの魅力を味わい深いものにしている。なお、庇の効果と樹木によって空気が浄化されているためか、コ留
影ンクリートはほぼ全体に美しい表面を保っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　留
留　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　禽
論　内部仕 hも簡素であるが、ここでもコンクリート打放しが各所で魅力を与えてくれる。特に、階段の手摺りあ
で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しじノ

1欝二麗髪候鎗認誠謬⊇燃黙，凱讐灘勢9憂難難実箒／
墨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　留
おコンクリート仕上で、いずれも今日では殆ど見られないものである。全体に手入れが行き届いており、簡素な留

禽中に人間的な親しみを感じる程、日常、管理者が建物を大切にしている様子がよくうかがえる。　　　　　　3
螢教室等の室内設備環境整備は、冷房設備の追加や照度のアップ等により、快適確保に努め、熱源は、ガス焚／
㊦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》

ll獣鰹、，欝議監識灘、㌍一ジエネ’エコアイス等を肌たり’人感センサー／

窯　このように、設備は維持保全計画に基づき、各棟毎に順次改修されているが、更新や機能付加Il事に際し、　態

奪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ
留エネルギーセンターと尾根地下の大規模な共同溝の存在が高い効果を発揮し、日常生活もスムーズに行われて留
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